On sata and sati in the Atthakavagga and the Parayanavagga by 並川, 孝儀
論 文
最古層経典における sata、sati の用法





も特筆すべき点は、悟りへの道程を説く用例の多くが sata や sati（「念」）を修行の
中核と位置づけていることである。それらの用例が当時の修行に関する根本的立場を
示したものならば、その説示こそ仏教の修行法の源流と位置づけられる。本論では、
まず sata や sati の語義を、続いて修行過程に関する用例を探り、そこから修行上の











































































まずは sata や sati の語根を通して、その原意を考察する。この語の語根は √smr. であり、


















































こうした用例を踏まえ、sata や sati の意味を考えてみる。上記の用例から最古層経典で用























このように sata 、sati の原意は、正しく心にとどめ、正しく自覚する対象が「自己の存在」















まずは、第四章「アッタカ・ヴァッガ」に説かれる sata および satimant の偈を文脈上よ
り眺め、その教えの構造を簡潔にまとめる。そこから、最古層における sata 、satimant の意
義を考えてみたい。具体的には、それが何を前提にして実践され、それを基にしてどのような
修行が日々行われ、いかなる結果にいたると説かれているのか、その構図を抽出する。尚、















































































































































偈と1095偈では aññāya（ā√jñā の連続体）、1053偈と1066偈では viditvā（√vid の連続体）、




























て（upasantā ca te sadā）」（1087）のように用いられてはいるが、最古層経典で sadā が用い
られている八例中の六例（771、855、916、933、1041、1119）までが sata との対であり、こ
れは顕著な用例であるといえる。したがって、 sata の意義を探るためには sadā の意味も考
慮に入れて考える必要がある。




















































絶えず〔自己の存在を〕正しく自覚していて、学修するのがよい（etañ ca dhammam añ-









最古層経典に説かれる精神的な修行法やあるべき精神的状態を示す語句は sata や sati






parivīmam. samāno（975）、sam. khāya（1041）や、「観 察 す る」に 関 し て は ākiñcaññam.
pekkhamāno（1070）などの例がみられる。
それでは、これより sata や sati の意義を他の精神的修行法との比較から考察する。ごく僅














sata と ekodi の両語が併記されているので、sata は ekodi のような心を一つに集中する意義
を含んでいなかったものと理解できる。




を〕熟知して（kusalo sabbadhammānam. ）」（1039）、「深く考究して（sam. khāya）」（1041）な
どがみられるが、「熟慮して」や「深く考究して」の他は sata や sati の意義を知るための十
分な資料とはなりえない。
このように、最古層経典を通して精神性に関わる修行法をみると、sata や sati 以外では




sam-ā √dhā や √dhyai の派生語がいまだその修行法の中心的な意義を有していなかった状況






る語として用いられているのではないかと考えられる(16)。この用法は、sata および sati や、
集中した状態を示す samāhita などとは異なり、そうした精神的な実践を総じて表現する用語
であると解釈できよう(17)。































想論叢』山喜房仏書林 1972. 10 p. 302。
それに対して、田中教照は『スッタニパータ』の第四章・五章に説かれる修行法を論じる中で
sata、sati（念）の重要性を次のように指摘する。田中教照『初期仏教の修行道論』山喜房仏書林






































⑵ sata は 768、771、855、916、933、962、1039、1041、1053、1054、1056、1062、1066、1067、
1085、1087、1095、1104、1110、1111、1119、sati は 1035、1036、1107、satimant は 973、974、
975、1070 の各偈にみられる。
⑶ sata は 283、413、466、741、751、753、sati は 77、151、340、434、444、satimant は 45、70、
88、174、212、411、503、515 の各偈にみられる。
⑷ 中村訳：中村元訳『ブッダのことば スッタニパータ 』岩波文庫 1984. 5、ノーマン訳：K.




ジョーティカー 』春秋社 1988. 1、『仏のことば註（四） パラマッタ・ジョーティカー 』
春秋社 1989. 10、田中訳：田中教照 前掲書 pp. 9-67 所収、宮坂訳：宮坂宥勝訳『ブッダの教












において sata や satimant がどのように漢訳されているのかをみておきたい。 sata（smr. ta）：
768偈「定行禪（p. 175c）」、771偈「攝意（p. 175c）」、916偈「覺識（p. 184b）」、933偈「著意？
（p. 184c）」、962偈「獨在行常無伴？（p. 186b）」、964偈「至心學（p. 186c）」、855偈「止意念（p.
187c）」、satimant（smr. timat）：973偈「莫増意？（p. 186c）」、974偈「有行意（p. 186c）」、975偈
「制意（p. 186c）」となる。このうち、962偈は原典に相違があるように思われるが、sato の箇所
に対応する漢訳を記しておく。また、973偈では satimābhinande に対する漢訳で、satimā 単独
では訳されていないようであり、974偈も原典に相違があるのではないかと思われる。『義足経』
に関しては、南清隆「『義足経』と At. t.hakavagga 因縁譚の対照を中心に 」『佛教史学研究』
29-1 1986. 7 pp. 1-16、加治洋一・漢訳仏典研究会編『『義足経』研究の視座 附・訓読』光華選
書	 2019. 3 pp. 9-148 を参照。
その他の漢訳語では、『雑阿含経』に sata：「正念」（大正蔵第二巻 p. 156a）、「繋念」（同 p.
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他にも、Th. 31、244（＝684）、443、457、518、519、636 には sata の語形で、また Th. 260、
317 には satimant で同様の用法がみられるであろう。
⑻ 因みに、「careyya tenʼ attamano satīmā」（Sn. 45d）のパラレルである Udānavarga 14. 13d に
は「careta tenāptamanā smr. tātmā」と、また「samāhitam. jhānaratam. satīmam. 」（Sn. 212b）
のパラレルである Udānavarga 12. 19b には「samāhito dhyānaratah. smr. tātmā」などと、satim-
ant がサンスクリットでは smr. tātman と bahuvrīhi の複合詞になっている。satimant は「想い
をこめて」や「気をつけていて」、「注意深い」などと訳されるが、smr. tātman は厳密に読めば
「自己を心にとどめた人」や「自己を正しく自覚した人」と訳せるであろう。このように、sata
と同じ √smr. の派生語である satimant が『ウダーナ・ヴァルガ』のパラレルでは自己が心にと
どめる対象であると読める用例となっている。ただ、Dhp. 350b の sato は、パラレルの Uv.
3-2b では smr. tah. と共に同じ過去受動分詞となっている。
⑼ 並川孝儀「最古層経典にみる sata、sati の意義とその展開 仏教最古の根本的立場 」『佛教
大学 仏教学会紀要』第26号 2021. 3（予定）第二節第二項「心にとどめる対象の展開 「自己
の存在」から「身体」へ「仏」へ」を参照されたい。
⑽ 並川孝儀「『スッタニパータ』第五章「パーラーヤナ・ヴァッガ」にみる世尊の説示に関する












れない用例の場合は、 sata は具体的に何を対象としているのかという疑問が残る。sata の用法
は、そのすべての用例に共通した意味で用いられているはずで、その用法に統一性が求められる。
田中教照がこうして「気づく」対象を釈尊の実体験や「教え」などと解釈するならば、「教えを
了知して」の「了知して（aññāya、viditvā、pajānam. ）」という用語と sata とがどう関連してい
るのかについても考察しておく必要があろう。
⒀ Thī. 4、SN. XXII-76-12 など。
⒁ 因みに、jhāyati は「彼は〔欲情の〕想いにとらわれていて、〔まるで〕困窮者が思い悩んでい













⒄ 藤田宏達は「jhāna と samādhi は、それぞれ語源的意味を異にしているが、しかし原始経典で
は、両者を同じような意味に用い、特に区別している形跡はない」と指摘し、「このような用法
は、恐らく当時一般にこの二つの語が、特に区別されずに禅定をあらわす語として用いられてい
たことによるのであろう。バラモン教文献で、dhyāna と samādhi が瞑想・精神統一の意味で明
確に用いられるのは、中期ないし後期の古ウパニシャッドや叙事詩においてであるが、しかし
dhyāna（および dhyāyati）は、恐らく「瞑想」に近い意味で、すでに『チャーンドーギャ・ウ
パニシャッド』に用いられ、また samādhi と同語根の samāhita も恐らく「心を統一したもの」
という意味で、『ブルハド・アーラニャカ・ウパニシャッド』の中に用いられている。他方、原
始ジャイナ教文献を見ても、jhān. a（＝ dhyāna）と samāhi（＝ samādhi）が、ともに瞑想・精神
統一の意味で用いられているから、仏教興起時代には、この二つの語は一般に禅定をあらわす語
として広く用いられたものであり、仏教はそれを受けたものと見ることができるのである」（pp.
298-9）と論じる。藤田宏達 前掲書 pp. 297-315。
⒅ 最古層経典の Sn. 969偈では「智慧を何よりも重んじて（paññam. purakhatvā）」と、智慧の最
重要性が説かれている。
⒆ 因みに、比較的新しい層に属する Th. 46、165、865などにもみられる。ただ、Dhp. 372では
paññā は sati ではなく jhāna と一対となっている。この相違は禅定に関する用語の変遷と関係し
ているのであろうか。
〔付記〕
本稿の続篇「最古層経典にみる sata、sati の意義とその展開 仏教最古の根本的立場 」
『佛教大学 仏教学会紀要』第26号 2021. 3（予定）も参照されたい。
（なみかわ たかよし 佛教大学名誉教授）
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